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羽毛分解菌のケラチン代謝機構の解明とその高度利用 

 
１ 中核機関・研究総括者 

茨城大学 高原 英成 
 
２ 研究期間 

2005～2007 年度（ 3 年間） 
 
３ 研究目的 

廃羽毛の主成分であるケラチンは難分解性であり、また微生物及び高等生

物によるケラチン代謝機構の解明が進んでいないことから、いまだに有効な

ケラチンテクノロジーが確立されていない。このため、ケラチンを栄養源と

して生育する糸状菌（Chrysosporium keratinophilum 5M1 株）のケラチン代

謝の分子メカニズムの知見を活用することにより、廃羽毛など、ケラチン性

資材の高度利用に必要なケラチンテクノロジーを確立し、更に動物及びヒト

の医薬品開発に応用する。 

 
４ 研究内容及び実施体制 
① KI 遺伝子の解析（茨城大学） 

C. keratinophilum 5M1 株においてケラチンで誘導される遺伝子(以下 KI

遺伝子)の全塩基配列を解明し、同遺伝子を大腸菌等の発現ベクターに入

れ換え、遺伝子組換え型 KI 蛋白質の作製方法を確立する。 
② KI 遺伝子産物のケラチン性資材への作用の解析（（株）ニッピ） 

KI 遺伝子産物と特異的に反応する抗体を作製し、KI 遺伝子産物のケラチ

ン性資材との結合並びに分解活性について抗体を活用して解析する。 

③ 類縁病原菌における KI 遺伝子相同性遺伝子の解析（千葉大学）       

病原性真菌類の相同 KI 遺伝子産物を解析し、新たな抗菌剤のスクリーニ

ング系の確立を目指した研究を行う。 

④ KI 遺伝子産物の局在部位の解析（（独）動物衛生研究所） 

KI 遺伝子産物および類縁病原菌の相同 KI 遺伝子産物に対する特異的抗

体を用い、これらの遺伝子産物の局在部位を解析し、本遺伝子の機能を解

明する。 

 
５ 目標とする成果 

畜産副産物としての廃羽毛を新たな蛋白資源に機能化することが可能と

なる。また皮膚糸状菌など、皮膚や蹄などのケラチン性組織に感染する病原

菌に対する医薬品の新たなスクリーニング系の確立が期待される。 
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